










Kagawa Toyohiko and Japan Agricultural Cooperatives: Focused on 
































































































































































ています。2018年 3 月には、『JA　グループ　GAP　第三者認証取得支援事業』により同県内の 2 法人とともに農産物の
国際水準機関である　GLOBALG.A.P.　の認証（対象作物：トマト）を取得しました。」と紹介している14）。
6　また、2016年 4 月14日と16日に起こった熊本地震では、「JA　グループは 4 月15日に　JA　全中会長を本部長とする『平














































　長野県には10月12日15時30分に大雨特別警報が発表された。長野県全体の死者数は 5 人であり、長野市で 2 人、佐
久市で 2 人、東御市で 1 人が犠牲となった。重傷者は 7 人であるが、軽傷者は135人で全国の軽症者の 3 分の 1 近く
を占める20）。




























　④寛保 2 年（1742） 8 月 2 日の洪水。有名でよく知られている洪水である。長沼地区から死者が168人、馬 2 頭流
死したと言われ、被害甚大であった。




































































でいる。 1 ）Challenge　挑戦：新たな取り組みに挑戦、 2 ）Customer　組合員：お客様の気持ちに立って仕事に取り組


















































































































ら 2 週間目と 4 週間目のボランティア活動内容である。
　次に、農業ボランティアの活動方法である。受付は　JA　あぐりながぬまにおいて 1 人 1 枚のボランティア申込書に
名前と連絡先、生年月日、住所を記入する。その用紙をもって列に並び、前から 5 人ずつ班をつくる。 5 人の中から
リーダーを決め、班員はリーダーにボランティア申込書を渡し、リーダーはそれを本部へ渡すことで、誰がどの現場
に行っているか把握する。次に、オリエンテーションの場所へ移動する。今回のボランティア活動内容は 5 人× 6 班、
合計30人で 1 カ所のりんご園の泥出しをすることになった。出発前に長野県果樹試験場職員からオリエンテーション
を受ける。先に述べた、写真付きの果樹園泥出し方法のシートを見ながら説明を聞く。その後、各班は、 1 人 1 本以



























































































































1 ）UNESCO ‘Idea and practice of organizing shared interests in cooperatives’（Germany） inscribed in 2016 on the 
















13）農協数の推移については、農林水産省『農協について』農林水産省、平成27年 2 月、 3 頁を参照した。また、2018年 4 月

































































51）NHK（E　テレ）テレビシンポジウム「協同組合」2017年 9 月 2 日放送。
52）藤沢真理子「賀川豊彦と関東大震災～100年続く復興支援～」『東邦学誌』第47巻第 2 号、2018年、15～32頁。
